
移住のススメ
Relocate Roadmap

移住して失敗したくないアナタへ
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移住のススメの使い方
福井市への移住を考えていただき、ありがとうございます。

この「移住のススメ」は、「ふくいの良いトコロ」だけを伝えるためのものではありません。

むしろ、あなたの価値観と、ふくいの暮らしが合うかどうかを確認するためのガイドです。

ふくいは、派手な魅力が多い街ではありません。

その代わり、暮らしに必要なものが、無理なく揃っています。

このガイドでは、ふくいでの暮らしをできるだけそのままの形でお伝えします。

読み進めながら、ぜひ考えてみてください。

ふくいの暮らしは、自分に合っているのだろうか

自分は何を大切にしたいのだろうか

答えは人それぞれで構いません。「いいな」と思えたら、ふくいはあなたに合う街かもしれません。

少し違うと感じたら、それも大切な気づきです。

このガイドを読み進めながら一緒に移住について考えていきましょう。
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ふくいは、贅沢な選択肢が多い街ではありません。

夜遅くまで開いている店も多くはありませんし、

都会のように刺激的な場所が次々と見つかるわけでもありません。

ですが、日々の暮らしに必要なものは、きちんと揃っています。

「働く場所」「子どもが遊ぶ場所」「食事や買い物」「病院や公共サービス」

そして、それらが無理のない距離間にあります。

ふくいの魅力は、何かが“多い”ことではなく、「過不足なく整っていること」にあります。

余分なものが少ない分、時間や気持ちに余白が生まれる。

その余白の中で、家族と過ごす時間を大切にしたり、自分自身と向き合ったりする人もいます。

この街での暮らしは、すべての人に合うものではありません。

だからこそ私たちは、この価値観に共感した方に、選んでいただきたいと考えています。

はじめに



移住を考えるときの基本プロセス
移住は人生において大きなライフイベントです。

失敗しないために、段階的なプロセスを踏んでしっかりと考えましょう。

STEP 01 STEP 02 STEP 03 STEP 04

ふくいを知る自分の暮らしを⾒つめる ふくいに行ってみる 暮らしを試してみる

ふくいでの暮らしは、「余計なも

のを減らす」選択になることが

多いです。

今の暮らしに、何が必要で、何

が不要か見つめてみましょう。

ふくいには、都会のような利便

性や娯楽は多くありません。

どちらが良い・悪いではなく、

大切なのは相性です。

インターネットやパンフレット

では、街のすべてを知ることは

できません。

実際に訪れることで初めて分か

ることがあります。

「旅行」と「生活」は違います。

短期間でもいいので、

ふくいで“生活”してみることを

おすすめします。

INDEX

STEP 05

移住する



あなたの生活は、もう十分に満たされていますか？

移住を考えるとき、多くの方が「どこに住むか」を先に考えます。

でもその前に、「今の暮らしに、何が必要で、何が不要か」を考えてみましょう。

なんとなく時間が足りない、本当に必要か分からないものに囲まれている、

満員電車での移動や人混みに疲れている、

そんな毎日のなかにある何となくの負担。

ふくいでの暮らしは、「余計なものを減らす」選択になることが多く、

その結果として、時間や気持ちに余白が生まれます。

“本当に必要なものは何か、何を大切にしたいのか”

この問いに向き合うことが、ふくいでの暮らしを考える第一歩です。

STEP 01
自分の暮らし

を見つめる



ふくいを知る前に少しだけ自分のことを振り返ってみてください。

移住は「場所を変えること」ですが、実際に大きく変わるのは日々の過ごし方です。

移住先を考える前に、今の暮らしを見つめてみましょう。

STEP 01
自分の暮らし

を見つめる

①今日の行動

まずは普段の１日を思い出してみてください。

朝起きてから、夜家に帰って寝るまで、

あなたはどれだけ選択し、決断していますか？

②負担に感じていること

その中で少しでも気になることを探してみてください。

“通勤時間が長い”“人が多くて疲れる”“時間に追われている”

多くの方が感じているのは、「強い不満」ではなく、

「小さな負担の積み重ね」です。

③なくても困らないモノ

今の生活の中で、「なくても困らないモノ」を考えてみ

ましょう。

“惰性で続けている習慣”

“無くなると少し寂しいが困らないもの”

④本当に大切なモノ

最後に、絶対に大切にしたいものを整理します。

“家族と過ごす時間”　“自分の趣味や余暇”　“健康的な生活”

ふくいでの暮らしは、「なくても困らないモノ」を少しづつ手放していくことになるかもしれません。



ギャップを感じやすい人 ふくいの暮らしが合う人

娯楽や選択肢の多さを重視しやすい

刺激や変化の多さを求める

都市の利便性をそのまま求める

物質的なモノより時間や余白を大切にしたい

自然と近い距離で暮らしたい

日常の“ちょうど良さ”に価値を感じる

STEP 02　ふくいを知る

暮らし方には相性があります。都会と地方、どちらが良い・悪いではありません。

場所によってどうしても生活スタイルや選択肢の数などに差がありますので、

ふくいでの生活が自分に合っているか、下の表を参考に考えてみてください。

ふくいでの暮らしってどう違う？



都会 ふくい

刺激が多い 静かで落ち着いている

生活の速度が速い 生活の速度が緩やか

選択肢が多い 選択肢が少ない

都会との違い

ふくいは、都会のような利便性や多様性にあふれた街ではありません。しかし、生活に必要なものはきちんと揃っています。

そして何より特徴的なのは、それらが無理なく生活の中に収まっていることです。

STEP 02　ふくいを知る ふくいでの暮らしってどう違う？

正直にお伝えしたいコト

ふくいでの暮らしには、こんな側面もあります。

“夜遅くまで楽しめる場所は多くない”　“娯楽の種類は限られる”

“新しい刺激は少なめ”

ただし、それを「物足りなさ」と感じるか「落ち着き」と感じるかは、

人によって大きく異なります。

ふくいは特別な何かがある街ではありません。

しかし、毎日が無理なく続くように整っている街です。

「便利さ」や「華やかさ」ではなく、

ちょうどよいバランスに価値を感じるかどうか。

それが、ふくいでの暮らしとの相性を考える大切なポイントです。



今いる場所を出発

ふくいに到着

時間をかけて街中を探索

実際に訪れることで初めてわかることがあります。街の静けさ、人の距離感、これらは数字や言葉では伝わりません。

特別なことをしなくて大丈夫です。むしろおすすめしたいのは、「何も予定を入れない時間」です。

「足羽川のそばを歩く」「スーパーに行く」「平日の昼間を過ごす」

日常をそのまま体験することで、暮らしのリアルが見えてきます。

「少し静かすぎるかもしれない」「思ったよりお店が少ない」そう感じた違和感も大切にしてください。

実際にふくいを訪れてみるSTEP 03　ふくいに⾏ってみる

感じた気持ちを整理しながら帰宅

Point

予定を詰め込みすぎず、

ゆとりある時間を過ごす



移住検討度：高

移住検討度：中

移住検討度：低

ふくいワーケーション
長期滞在を通し、ふくいでの生活環境や

子育て環境を確かめる

地域と密着した暮らしを経験し、

ふくいを深く理解する

ふくいを訪れたことのない人や

移住に興味のある人が地域を感じる

ふくい暮らしインターン

ふくい移住体験ツアー

STEP 04　暮らしを試してみる

ふくいへの移住を体験してみる

短期間でもいいので、ふくいで“生活”をしてみることをおすすめします。

福井市が実施している「おためし移住体験」事業に参加し、

日常をそのまま体験することで、暮らしのリアルが見えてきます。

もし違和感を覚えた場合、それも大切な発見です。

おためし移住体験を「合う・合わないの確認」のために利用してください。



STEP 05　移住する

どれだけ情報を集めても、

最終的に決めるのはあなた自身です。

これまでに確認してきた自分が大事にする価値観と、

ふくいでの暮らしがマッチしていると感じれば、

ふくいでの生活はあなたにとって心地よいものに

なる可能性が高いです。

移住に“正しい選択”はありません。

大切なのは、自分が納得できるかどうかです。

ご自身が納得できる選択を行ってください。

ふくいに移住する



ご相談はこちらから

福井市役所　総務部　未来づくり推進局　移住定住交流課

〒910-8511 福井県福井市大手３丁目１０番１号

0776-20-5514

iju@city.fukui.lg.jp

T E L ：

MAIL：
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